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４．９日本医労連第二次統一行動！ 

 

 

 

 

 

●4月9日、京都医労連は日本医労連第二次統一行動に結集。 

近畿財務局要請＆署名宣伝の行動に関西一円から大阪に49人

が集まりました。京都からは、京都総評・全国一般京都地本・

京都国交などからの支援も含め17名の参加でした。 

 

●近畿財務局要請と谷町四丁目交差点署名宣伝行動を行い、そ

の後上本町六丁目に移動し、再び署名宣伝行動を行いました。 

 

離職STOP！ 

2025春闘 

上本町にて署名宣伝行動！ 

 

 

 

 

近畿財務局要請＆谷町四丁目宣伝行動！ 

 

 

 

 

 

12人が訴えたリレートークにて、京都からは4人が医療や介護の現場の実態について、「慢性期・精神科看

護師の給与27万円というが8回の夜勤手当込。年齢50代で他の病院にバイトに行っている。こんな給与でみな

さんの命が守れるか危惧している」「介護の賃金は他産業より10万円くらい低く、多くのヘルパーステーショ

ンが人員不足で閉鎖、ヘルパーステーションがない市町村も発生。介護報酬や診療報酬が現場の実態を踏まえ

ず低く抑えられている」「現場では退職、人員不足により病床・病棟閉鎖されている病院があり、医療崩壊が

始まっている。このままでは救えるいのちが救えない」「人員不足で緩和ケア病棟体制が縮小された。人が死

にゆく最後の病棟にも医療崩壊が迫っている。もうこれ以上持ちこたえられない状況」などと訴えました。 

 

短時間の行動でしたが署名は33筆集まりました！署名行動ではご協力いただいた人から「家族が介護施設に

入所しているが、職員さんはいつも忙しく余裕がない。増やしてもらわないと」などの声がありました。 

参加されたみなさん、大変おつかれさまでした！引き続き離職STOP ・大幅賃上げなどの要求前進目指して

2025春闘を共に頑張りましょう！ 
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